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6  柳田聖山『禅の語錄 1 達摩の語錄─二入四行論』、筑摩書房、昭和44年、45頁。






































23 弘忍『修心要論』、ジョン・R・マクレー整理本、JohnR.Mcre,The Northern 
School and the Formation of Early Ch'an Buddhism,Honolulu:University
ofHawaiiPress,1986.付録 9 頁。









































































63 前掲『神会和尚禅話録』、 7 頁。
64 前掲『神会和尚禅話録』、72頁。この一段の文は、『維摩経』「問疾品」による。
『大正蔵』一四、五四五中。
65 『卍新纂大日本続蔵経』第 9 冊、五三二下。
66 前掲『神会和尚禅話録』、30頁。
67 前掲『神会和尚禅話録』、13頁。
68 前掲『神会和尚禅話録』、13頁。
69 前掲『神会和尚禅話録』、79，81，97頁。
70 引文はすべて、宗密『禅源諸詮集都序』巻第二、『大正蔵』四八、三九九上、
四〇五上、四〇二中からである。宗密がここに引く『維摩経』の坐と不坐
‒ 176 ‒
に関する文句は、経の中には見られない。経証ではなくして経意の解釈で
あるかと疑われる。ここからも、宗密の時代では、坐禅に論及する中で、『維
摩経』が依然としてよく引用される基本的な経典であったことが窺えよう。
